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T12-!2J- (r]vxo(,メ2--pdRd5(x2/6)で2∑凧 2 (14)tれ
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k(A-I)
4He液滴の表面固有振動は､液滴模型の範囲内で､表面のぼけを考慮することにより､一
密度汎関数法による計算結果を再現できる｡また得られた固有振動数の表式は2.次元系
に拡張でき､4ⅠIe薄膜における分散関係の実験結果を良く説明する｡
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